
BRIESE  LIGHTBRIESE  LIGHT  取扱説明書  取扱説明書BRIESE  LIGHT  取扱説明書
タングステンタングステンタングステン

ご使用前に必ずお読みください

http://www.arc-system.co.jp/dl/briese_tungsten.pdf
※ QRコードを読み込むにはQRコード用のアプリが必要となります。



目　次

2

・注意事項

・ タングステン  ランプヘッドのセット内容

  E-focus セット内容

・BRIESE 組立方法（手動編）

・BRIESE 組立方法（自動編）

・リモコンの操作方法

・E-focus の AC コードの使用方法

・ディフューザーの取り付け方法

・エッグクレートの取り付け方法

・リフレクターの閉じ方（77・100・140）

・リフレクターの閉じ方（180・220）

P3

P4

P5

P11

P19

P21

P22

P24

P26

P27

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆



3

部品が多数ありますので、紛失に注意してください。

ライトの振り角度は 上 60°下 60°までと致します。

BRIESE LIGHT は使用環境温度に敏感なライトです。
ランプソケットに温度センサーが付いているため、
熱がこもっている場所では安全の為に消灯する場合があります。

必ずアースを接続してください。
（アースを接続しないと故障の原因となります。）

BRIESE LIGHT は繊細で壊れやすい機材です。★

★

★

★

★
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BRIESE LIGHT

タングステン
ランプヘッド

てぶくろ
パイレックスシェル

タングステン用
カウンターリフレクタ

タングステン用

E-focus 緊急ＡＣコードリモートコントローラー 充電用入力コード スイッチング　リング



BRIESE 組立方法
タングステン

（手動編）
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→→
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BRIESE の組立 （手動編）
スタンドにスタンドマウントを設置する。

220用の場合はスタンドマウントを開き、固定用ピン（大）をス
タンドマウントに挿し、反対側に出たピンの穴にピン（小）を
挿し、スタンドマウントを固定する。

黒いつまみを緩めて、
レバー部分を操作しや
すい位置にする

黒いつまみを回して
レバーを固定させる。

220用（ダボ29Φ）のスタンドマウント設置方法

完
成
図

→

1

リフレクタを開いてセットアップヘルパーとガイドがある事を
確認してください。
2

黒いつまみ

完成図

180/140/100/77用（ダボ 25Φ）のスタンドマウント設置

裏側
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リフレクタを壁に押し付けて、開きます。3

セットアップヘルパーを外します。4

スタンドマウントにリフレクタを差し込み、ロック（赤いレバー）
をかける。

5

※芯があまりにも曲がるような押し方は避けてください。
　押し当てる時は、骨を折らないようにご注意ください。

※レバーをロック後にリフレクタが
回転する事を確認してください。リ
フレクタが回転しない場合は正常に
ロックができてません。

ネジ（３箇所）

スペーサーを止めるストッパーのリングを少し緩めてから手動用アダプ
ターを取り付ける。

アダプターの　ヘコミ　の部分とリフレクタの　ピン　の位置が合うよう
に差し込み。アダプタの 3箇所のネジを締めてください。

手動用
アダプター

※ピンは折れやすいので
　ご注意ください
※ピンは折れやすいので
　ご注意ください
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リフレクタからガイドを外す。6

ランプヘッドとスペーサーを接続する。温度センサーの端子
が合うように正しい向きで差し込んでください。

7

しっかりと差し込み リングを回して締めます。 この位置までしっかりと差し込ま
れている事を確認してください。

→→

ストッパーに不安がある場合はスペーサーにリングをはめる。 8
※下振りの場合はリフレクタの外側に取り付け
て、上振りの場合はリフレクタの内側に取り付
けてください。

差し込んだらネジを
回してロックする。2

2



→→

9

スタンドマウントの背面からスペーサーを水平に挿入する。9

図のように手動アダプターの部分を時計回しでロックする。10

11
パイレックスシェルをスペーサー（ブーム）に取り付ける11-①

ランプを取り付ける

固定用金具はパイ
レックスシェルに
ついています。

11-②スペーサーに直接パイレックスシェルを差し込み、パイ
レックスシェルに付属の固定用金具をはめて固定します。
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12 電源を接続する。

※タングステンランプが1250Wの場合は200V、
850Wの場合は100Vの電源に接続する。

差し込まれている状態 浮いている状態

パイレックスシェルの先端にカウンターリフレクタを
取り付ける。

11-④

11-③固定用金具がしっかり入ってるか確認
OK NG
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BRIESE 組立方法
タングステン

（自動編）
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BRIESE の設置 （自動編）

２９ΦのスタンドにE-focus を設置する。

スタンドマウントの前面の
ロック（赤いレバー）を解除
する。

リフレクタを壁に押し付けて、開きます。

1

２

4

リフレクタを開いてセット
アップヘルパーとガイドが
ある事を確認してください。

3

※芯と芯があまりにも曲がるような押し方は避けてください。

押し当てる時は、骨を折らないように
ご注意ください

→→
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セットアップヘルパーを外します。

E-focus にリフレクタを差し込み、ロック（赤いレバー）をか
ける。

5

６

リフレクタからガイドを外す。7

手動用アダプター×E-focus 用○○

→

※レバーをロック後にリフレクタが回転する事を確認してください。
リフレクタが回転しない場合は正常にロックができてません。

手動用アダプターは E-focus には使用できません。
★取り付けないでください



14

ツマミ

ランプヘッドとスペーサーを接続する。温度センサーなどの
端子が合うように正しい向きで差し込んでください。

8

E-focus上部のツマミを左に回してE-focus 内部の固定が緩ん
でいるか確認してください。

9

E-focusの背面から
スペーサーを水平に
挿入する。

10

しっかりと差し込み リングを回して締めます。 この位置までしっかりと差し込ま
れている事を確認してください。

→→
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※必ずスペーサーのグレーの部分が少し
　見える状態で固定してください。

E-focusの上部のツマミを右回しで締め、スペーサーを固定する。11

E-focus から出ているケーブルをランプヘッド下面のコネクタ
に接続する。

12

スペーサーにスイッチングリングをはめる。13

※オスピンが折れやすいので向きに
　注意しながら差し込んでください。

→→

※E-focus 使用の場合はスイッチングリングをはめる事で、シボリをMAXに
した時に自動で止まります。
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-①
ランプを取り付ける

スペーサーに直接パイレックスシェルを差し込み、パイ
レックスシェルに付属の固定用金具をはめて固定します。

14
14

-②14

パイレックスシェルをスペーサー（ブーム）に取り付ける

固定用金具はパイ
レックスシェルに
ついています。

パイレックスシェルの先端に
カウンターリフレクタを取
り付ける。

-④

-③固定用金具がしっかり入ってるか確認14

14
差し込まれている状態 浮いている状態

OK NG
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電源を接続する。15

※タングステンランプが1250Wの場合は200V、
850Wの場合は100Vの電源に接続する。
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分解の手順

点灯スイッチはOFFにして、メインスイッチはONのままに
しておきランプヘッドのファンを回しておく。（ランプ冷却） 

①

ランプやシェルが冷めたのが確認できたら分解を始めます。
冷めたかどうかの確認は、直接シェルを触らず先端から出て
くる「風」で確認してください。「風」が冷たくなったら分
解のサインです。熱いままシェルやランプに触ってしまうと
焼け跡がついて使用できなくなり、請求の対象となりますの
で注意してください。

②

メインスイッチを落とす。③

カウンターリフレクタとパイレックスシェルを外す。タング
ステンランプヘッドを外す。

④

リフレクタからスペーサーを外す。⑤

手動用の場合、手動用アダプターをリフレクタから取り外す。⑥

リフレクタにガイドを取り付ける。⑦

リフレクタを閉じる。（閉じ方参照）⑧

マウントを片づける。⑨
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リモコンの操作方法

＋

220
1#

1 2

3

4

バッテリー残量

現在の調節モードの表示

リフレクタのサイズ

無線のアドレス

調節モード切り替えボタン
（　　－シボリ・バラシ、　 －上・下の調節モードを切り替える。）

モードボタン

電源コネクタ（ACアダプタに接続できます。）

調節ボタン

リモコン用ACアダプタ

モードボタン②を押して『ADDRESS』の画面を出し、③ ④のボタンでアドレスを決める。
モードボタン②を押して『LEARN』に設定し、E-focus 本体側の Ａ ボタンを押して、
そのあとリモコンの④ボタンを押す。
E-focus 本体の『adresse』の上の赤ランプが点滅し、アドレス設定が完了する。

アドレス設定の方法

ADDRESS（無線のアドレスの設定）、RF CTRL（特に使用しません）
LEARN（無線を同期させる設定）、SCREEN（リフレクタサイズの設定）の切替え

（　　－の時はシボリ・バラシ、　 －の時は上・下の振りを調節する。）

１
2

3

2
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リフレクタのサイズの設定方法

リモコンの使い方

シボリ・バラシ調節のモード 上下の振り調節のモード

4
3
21

4
3
21

モードボタン②を押して、SCREENを表示し、リフレクタのサイズをボタ
ン③・ボタン④で選択し、E-focus 本体側のＡ ボタンを長押しすると、
リモコンの画面にOKと表示が出てリフレクタのサイズが設定されます。

調整切り替えボタン①を押し、        シボリ・バラシ、 　 上・下を切替えて、
調整ボタン③④でシボリバラシ・上下の振りをそれぞれ調節する。

＋

、　　のモードは機能がないので
使用出来ません！！
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E-focus の AC コードの
使用方法

E-focus のコードと接続する。
※ピンの位置に注意して差し込んでください。

ACコードを電源に接続し、E-focus を操作してください

※ ACコードは 100V/200V 対応です。

本体のボタンで動きます

AC コードは左図のように「くの字」状態で分解して
しまった場合などに E-focus をまっすぐにする為だ
けに使用します。

※それ以外では、使用しないで下さい！

1

２
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ディフューザーの取り付け方法

ランプをシボリ側に寄せておきます。
※注意：ランプがバラシ側（前側）に出ているとディフューザーが焼ける恐れがあります。

ディフューザー端のプラスチックの部品にリフレクタの骨を通していきます。

リフレクタを回しながら骨を通していきます。

※マジックテープが外向きになる向きで
左図のよう取り付けてください。

1

２
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※排熱の為、貼るのは 2枚までです。
　全て塞ぐと立ち消えや故障の原因になります。　

● ネタを 2枚重ねての使用はできません。
● ビニールやフィルターなどは取り付けないでください。
　純正以外のものは使用できません。破損につながります。

注意

リフレクタとディフューザーの 間に光漏れ切り用の帯を貼ります。３
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エッグクレートの
取り付け方法

1

エッグクレートのセット内容

エッグクレート
ネタ

×１
×２

ディフューザーを使用する場合、
リフレクタの骨にエッグクレート専
用ディフューザーを引っ掛けていきます。

※ディフューザーは必ずリフレクタの骨1本おきに引っ掛けてください。
※純正以外のものは使用できません。破損につながります。　

→→

→

→
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リフレクタを回しながら骨を通していきます。
2 エッグクレート端の穴をリフレクタの骨を通していきます。
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リフレクターの閉じ方（77・100・ 140）

ガイドをリフレクタに取り付ける。

※フックを矢印の方向に押して、
    ガイドを固定します。

→→

→

セットアップヘルパーをガイドの裏側の銀色の部分 に当てます

1

2

上からセットアップヘルパーで叩くとリフレクタが閉じます。3

→
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リフレクターの閉じ方（180・220）

※フックを矢印の方向に押して、
    ガイドを固定します。

ガイドをリフレクタに取り付ける。1

2 リフレクタの内部に入り、ガイド部分を持ち上げ、上に向かって
強く突き上げて、下に素早く引く。（ガチっとロックが外れるまで）
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